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１．目的 

本学では、「本学の理念・目的等を実現するため、教育研究活動等の状況について自ら点

検・評価を行い、その結果に基づく改善を推進することにより、質の向上を図り、教育研究

活動等が適切な水準にあることを自らの責任で説明し、証明する恒常的・継続的プロセス」

を「内部質保証」と定義している。また、点検・評価全学審議会（以下、「全学審議会」と

いう。）を本学における内部質保証の推進に責任を負う組織と位置づけ、全学的な事項につ

いての点検・評価を実施するとともに、各部局による点検・評価が適切に実施され、改善を

要する事項についての改善計画の策定及び改善の実施が適切に行われるよう推進する役割

を担うこととしている。そのため、現状を適切に点検・評価することが重要であり、それに

より優れた取り組みや改善を要する事項について把握し、教育研究活動等の質の維持・向上

に資することを目的として自己点検・評価を実施している。 
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２．実施概要 

 2019 年度第 5 回点検・評価全学審議会において策定した「内部質保証のための全学的な

方針及び手続について」及び「内部質保証のための 2020 年度以降の自己点検・評価活動に

ついて」に基づき下記の通り実施した。 

 

（１）対象 

「点検・評価規程」第 2 条第 2 項に規定する 11 の項目を対象として実施した。なお、

各項目は公益財団法人大学基準協会の「大学基準」に準拠する 10 項目と、本学独自の 1

項目で構成されている。 

 

（２）担当 

全学的な観点からの点検・評価を必要とする項目については全学審議会において、また

学部・研究科等における取り組みに関する点検・評価については全学審議会からの依頼に

基づき各部局において組成した点検・評価委員会により実施した。 

 

（３）点検・評価方法 

  全学審議会及び各部局点検・評価委員会での自己点検・評価の際、今後の継続的な取り

組みが可能となるよう、Ａ～Ｄの 4 段階での現状の評価と当該評価の根拠となる現状説

明を記載するチェックシート形式を採用した。 

 

（４）点検・評価結果の報告と要改善事項への対応 

点検・評価の結果を全学審議会に報告し、Ｃ（あまり実施していない）またはＤ（実施

していない）と評価した項目について全学審議会から当該事項を主管する部局に対し、

「改善計画書」の作成を求めることとした。 

 

（５）「自己点検・評価報告書」の作成 

当該年度の点検・評価の実施状況を示すものとして、概要を記載した「自己点検・評価

報告書」（本報告書）を全学審議会が主体となって作成することとした。 

 

（６）アドバイザリーボード（外部評価者）への評価依頼 

アドバイザリーボードに対しては、その時点までの点検・評価の実施状況に基づき、評

価を依頼した。翌年の評価を依頼する際に前年度分の上記報告書を提出することとした。 

  



3 

 

３．スケジュール 

日付 内容 

令和 4年 5月 12 日 

点検評価全学審議会開催（令和 4年度第 2 回） 

・令和 4 年度の自己点検・評価実施概要について審議 

・チェックシート記載内容の検討 

・各部局への依頼事項の確認 

*総務企画課より各部局に自己点検・評価実施のための書式等提供 

令和 4年 5～7 月 
点検・評価全学審議会及び部局別点検・評価委員会において点検・評価

を実施し、チェックシートを作成（7 月上旬締切） 

令和 4年 9月 8 日 
点検・評価全学審議会開催（令和 4 年度第 5回） 

・チェックシートをもとに点検・評価の実施状況を確認 

令和 4年 10月 20 日 
点検・評価全学審議会開催（令和 4 年度第 6回） 

・改善計画の作成状況を確認 

（令和 5 年 1月～ 

令和 5年 3月） 
アドバイザリーボード（外部評価者）へ評価を依頼 

令和 5年 3月 9 日 
点検・評価全学審議会開催（令和 5 年度第 9回） 

・アドバイザリーボード（外部評価者）による評価結果を報告 

令和 5年 4月 20 日 
点検・評価全学審議会開催（令和 5 年度第 1回） 

・各部局による改善方策の実施報告 

令和 5年 5月 11 日 

点検・評価全学審議会開催（令和 5 年度第 2回） 

・各部局による改善方策の実施報告 

・令和 4 年度自己点検・評価報告書について審議 
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４．自己点検・評価の結果 

（１）「評定」の集計結果 

 

 

（２）要改善事項（ＣまたはＤと評価した項目）について 

ＣまたはＤと評価した項目を「要改善事項」としており、結果は下記の通りとなっていた。  

 

・全学的な観点では「（10）社会連携・社会貢献」において D 評価となった項目があり、 

全学審議会から当該事項を主管する部局に対し「改善計画書」の提出を求めた。 

 ・学部及び研究科においては「（５）学生の受け入れ」において「Ｃ」評価が 2項目、「D」 

評価が２項目あった（計４項目）、全学審議会から当該事項を主管する部局に対し「改

善計画書」の提出を求めた。 

 

（３）改善計画書の作成及び改善の実施について 

各部局により作成された改善計画書について、全学審議会において内容の確認を行い、

記載の通り改善を進めるよう求めた。 

 

（４）改善実施結果の報告について 

  各部局において実施された改善のための取り組みについて、全学審議会において結果

を共有した。「（５）学生の受け入れ」に関する部分では、該当部局で改善計画のとおり取

り組み、その結果として志願者数/受験者数の増加など改善傾向がみられた学部もあった

が、結果としては定員充足率が低下するなど改善に至らなかったことから、今後も課題と

して改善に向けて取り組むこととなった。また、全学的な取り組みの「（10）社会連携・

社会貢献」においても、目標としていた年度末までの改善計画を達成できなかった項目が

あり、次年度に改善する計画が立てられた。 

A
78.6%

B
19.7%

C 0.7% D 1.0%

令和４年度点検評価結果

A B C D

A：２２８項目 

B：５７項目 

C：２項目 

D：３項目 
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５．総評 

 各部局の協力により自己点検・評価へ取り組むことが出来た。次年度以降も全学審議会が

中心となって全学を挙げて取り組んで参りたい。 

 今回の取り組み内容においては、C・D 評価が 5 項目となり、前年度 6 項目から 1 項目減

少した。低評価の項目は該当部局によって改善計画を立てて実施されたが、結果として改善

には至らなかった項目が多く、今後も引き続き改善へ向けた取り組みが必要となる。 

 また、アドバイザリーボード（外部評価）においては「（４）教育課程・学習成果」、「（６）

教員・教員組織」について評価を受けたが、評価内容について特段の指摘はなかった。 

本学の全学内部質保証推進組織として、全学審議会が起点となって点検・評価から改善に

至るプロセスが行われることが重要であるため、教育研究活動の実施主体である各学部・研

究科・研究所等の学内各部局や、協議・審議機関である学内諸会議との連携をより緊密にし

ていく必要がある。今回各部局において実施されたように、現状を点検・評価し、改善事項

についての認識を関係者間で共有し、協力して改善に取り組むことは本学における教育研

究活動の質の維持・向上にとって大きな意義があり、今後もこの取り組みを継続していきた

い。 

 

 

点検・評価全学審議会 

会 長 浅 香 正 博 

 

 

 

 


